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『
筑
波
大
学
新
聞
で
読
む
筑
波
大
学
の
40
年
』（
福

原
直
樹
・
伊
藤
純
郎
両
教
授
編
著
、
筑
波
大
学
出

版
会
）
が
、
開
学
40
周
年
を
記
念
し
て
平
成
25
年

（
２
０
１
３
）
10
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
私
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
立
場
か
ら
強
い
関
心
を
持
っ
て
通
読
し

た
。
最
後
の
２
０
０
ペ
ー
ジ
ま
で
目
を
通
し
て
、
学

生
記
者
の
取
材
力
に
大
い
に
感
服
し
た
。
記
者
の
鋭

い
目
を
通
し
て
見
た
筑
波
大
学
の
リ
ア
ル
な
姿
は
も

と
よ
り
学
外
の
政
治
社
会
問
題
が
明
確
に
リ
ポ
ー
ト

さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
批
判
精

神
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
身
に
着
け
て
い
る
。
記
事
は

見
出
し
→
リ
ー
ド
→
本
文
、
の
新
聞
構
成
の
原
則
を

き
ち
ん
と
守
っ
て
い
る
。
文
章
も
素
人
の
域
を
超
え

て
お
り
、
簡
潔
明
瞭
な
名
文
も
少
な
く
な
い
。
特
に

一
面
下
段
の
「
筑
波
お
ろ
し
」（
朝
日
新
聞
の
「
天

声
人
語
」
に
あ
た
る
）
は
時
事
問
題
を
と
ら
え
た
見

識
あ
る
コ
ラ
ム
で
あ
る
。
学
術
担
当
は
も
と
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
担
当
の
記
者
が
い
る
の
も
優
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

選
手
や
指
導
者
を
輩
出
す
る
こ
の
大
学
な
ら
で
は
で

あ
る
。

　

取
材
力
や
紙
面
構
成
は
地
元
地
方
紙
も
顔
負
け

だ
、
と
言
っ
た
ら
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。
全
国
の
大

学
新
聞
の
中
で
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
ろ
う
。（
例

　

同
大
学
の
世
界
的
な
研
究
成
果
や
全
国
の
大
学
に

先
駆
け
た
学
術
論
文
・
研
究
開
発
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
取
材
を
続
け
る
う
ち
に
、
教
授
や
准
教
授

そ
れ
に
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
研
究
開
発
や
教
育
指
導

へ
の
飽
く
な
き
情
熱
に
感
動
を
抑
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
研
究
開
発
や
指
導
が
現
実
的
で
か
つ
実
践
的
で

あ
り
、
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
き
た
。
以
下
に
登
場
願
う

教
授
や
准
教
授
は
超
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ

「
取
材
に
応
じ
ら
れ
る
時
間
は
な
い
で
し
ょ
う
」（
大

学
関
係
者
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
最
良
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
筑
波
大
学
』
や
同
大
学
刊
行
の
広

報
資
料
・
Ｈ
Ｐ
を
参
考
に
し
一
部
を
引
用
す
る
。
原

則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
引
用
し
肩
書
は
同
書
の
刊
行

時
と
す
る
。
専
門
的
知
識
の
な
い
私
に
引
用
を
お
許

し
い
た
だ
い
た
各
方
面
の
関
係
者
に
お
礼
申
し
上
げ

る
。

　
『
筑
波
大
学
』
の
巻
頭
を
飾
る
の
は
、
世
界
的
に

著
名
な
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
・
シ
ス
テ
ム
情
報
系
教
授
山さ

ん

海か
い

嘉よ
し

之ゆ
き

氏
で
あ
る
。
同
大
学
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
研
究
セ

ン
タ
ー
長
や
Ｃサ

イ

バ

ー

ダ

イ

ン

Ｙ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｙ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。「
人
に
優
し

い
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
、
学
問
の
境
界
を
超
え

て
」。『
筑
波
大
学
』
の
見
出
し
は
こ
う
強
調
し
た
上

で
第
一
人
者
の
研
究
成
果
を
伝
え
る
。

　

人
が
動
こ
う
と
す
る
意
思
を
捉
え
、
動
き
を
改
善
・

補
助
・
拡
張
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
開
発
を

１
９
９
０
年
代
か
ら
手
掛
け
て
い
る
。
歩
こ
う
と
す
れ

ば
脳
神
経
系
か
ら
脚
の
筋
肉
に
対
し
て「
筋
肉
よ
、動
け
」

と
神
経
を
経
由
し
て
イ
オ
ン
電
流
が
伝
わ
っ
て
い
く
。

そ
の
際
に
皮
膚
表
面
に
漏
れ
出
し
て
く
る
微
弱
な
生
体

電
位
信
号
を
皮
膚
に
張
っ
た
セ
ン
サ
ー
が
捉
え
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
析
・
処
理
し
、
モ
ー

タ
ー
を
適
切
に
制
御
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
脳
・
神
経
・

筋
系
の
間
の
繋
が
り
が
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
介
在
に
よ
っ
て
促
さ

れ
、
運
動
意
思
に
従
っ
て
人
と
Ｈ
Ａ
Ｌ
が
一
体
的
に
動

作
す
る
。
身
体
機
能
の
改
善
・
補
助
・
拡
張
が
行
わ
れ
る
、

と
い
う
の
が
Ｈ
Ａ
Ｌ
の
原
理
だ
。

　

健
康
な
人
が
身
体
に
過
剰
な
負
担
を
か
け
ず
に
重
作

業
を
行
う
こ
と
も
、
脳
・
神
経
・
筋
系
に
疾
患
や
障

し
ょ
う
が
い碍

の
あ
る
人
の
機
能
を
再
生
。
改
善
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

研
究
が
進
む
中
で
、
大
き
な
問
題
が
行
く
手
を
塞
い

だ
。
大
学
の
工
学
系
に
は
、
開
発
し
た
技
術
を
実
社

会
に
送
り
出
し
、
実
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
基
礎
へ
貴
重
な

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
基
礎
を
発
展

さ
せ
る
と
い
う
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
が
な

い
。
そ
こ
で
２
０
０
６
年
、
山
海
教
授
は
、
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
「
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
」
を
本
格
稼
働
さ
せ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
評
価
軸
か
ら
自
由
に
な
っ
て
課
題
を

解
決
す
る
研
究
を
し
、
新
産
業
を
創
出
し
、
人
材
も
育

成
す
る
。
科
学
者
・
山
海
教
授
の
哲
学
と
は
何
だ
ろ
う

か
。「
人
間
と
は
何
か
、
生
物
と
は
何
か
と
い
う
長
い
間

変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
哲
学
が
、
科
学
技
術
の
発
展
に

よ
っ
て
、再
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ

て
い
る
。
ど
う
い
う
未
来
を
作
っ
て
い
く
か
、
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
常
に
見
据
え
て
い
き
た
い
。
人
や
社
会
の

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
自
ら
発
想
し
、
行
動
で
き
る

未
来
開
発
型
の
人
間
を
創
る
こ
と
。
そ
れ
が
こ
れ
か
ら

の
大
学
で
す
」。

　

け
だ
し
名
言
で
あ
る
。◇

　
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
も
間
近
い
」（
同
大
学
関
係
者
）

と
さ
れ
る
の
が
藻
類
工
学
・
生
命
環
境
系
教
授
渡
邉

信ま
こ
と

氏
で
あ
る
。
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
声
高

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
渡
邉
氏
が
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
開
発
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
こ
と

は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。「
緑
色
と
オ
レ
ン
ジ
色
の

藻
の
〈
合
わ
せ
技
〉
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決
へ
」。

『
筑
波
大
学
』
の
大
見
出
し
で
あ
る
。
同
書
か
ら
引

用
す
る
。

　

人
類
の
誕
生
は
お
ろ
か
、
生
き
物
の
陸
上
進
出
も
果

た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
30
億
年
前
、
藻
類
の
祖
先
が
海

の
中
で
偉
大
な
営
み
を
始
め
た
。
太
陽
の
光
と
二
酸
化

炭
素
を
も
と
に
酸
素
と
炭
水
化
物
を
つ
く
る
光
合
成

だ
。
結
果
、
地
球
上
に
酸
素
が
少
し
ず
つ
増
え
、
太
陽

の
紫
外
線
を
遮
る
オ
ゾ
ン
層
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
海

の
生
き
物
が
徐
々
に
陸
上
に
進
出
し
て
い
っ
た
。

　
「
藻
類
が
な
け
れ
ば
、
い
ま
の
地
球
の
姿
は
な
く
、
も

ち
ろ
ん
人
類
の
文
明
の
発
展
も
な
か
っ
た
の
で
す
」。

　

渡
邉
教
授
は
、
地
球
の
歴
史
に
お
け
る
、
藻
類
の
偉

大
な
働
き
に
ひ
か
れ
藻
類
の
研
究
を
続
け
て
来
た
。
そ

し
て
今
、
藻
類
の
秘
め
た
る
力
を
借
り
て
大
量
の
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
出
す
べ
く
、
新
た
な
構
想
の
実
現
に

向
か
っ
て
い
る
。

　
「
日
本
で
も
、
藻
類
の
産
業
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
か
か
る
、

重
要
な
課
題
な
の
で
す
」。

　

渡
邉
教
授
は
他
の
藻
類
研
究
者
や
企
業
と
と
も
に

「
藻
類
産
業
創
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。

２
０
１
３
年
９
月
に
は
、
東
京
で
日
米
の
政
府
関
係
者

や
企
業
を
招
く
「
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
き
、
国
際
的
な
連
携
を
提
起
し
た
。
エ
ネ
エ

ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
に
は
、
他
国
や
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
競
い
合
う
現
実
も
あ
る
。
だ
が
、「
最
後
は
協
調
し
て

い
き
た
い
。
究
極
的
に
は
、
人
類
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
、
私
の
願
い
で
す
」。

　

教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
は
そ
う
遠
く
な
い
、
と
つ

く
ば
の
代
表
的
な
あ
る
研
究
機
関
の
上
席
研
究
者
は
断

言
し
た
。

◇

　
「
睡
眠
研
究
の
森
に
果
敢
に
分
け
入
る
、
科
学
者

の
冷
静
と
情
熱
」。『
筑
波
大
学
』
の
大
見
出
し
は
、

生
命
医
科
学
域
・
医
学
医
療
系
教
授
柳
沢
正ま
さ
し史

氏

を
こ
う
紹
介
す
る
。「
睡
眠
研
究
」
と
い
う
氏
の
医

学
分
野
は
極
め
て
魅
力
的
だ
が
、
私
に
は
不
案
内

の
世
界
で
あ
る
。
そ
こ
で
氏
の
功
績
を
讃
え
、
か

つ
記
述
を
正
確
に
す
る
た
め
に
『
筑
波
大
学
』
か

ら
引
用
し
た
い
。

え
ば
、
第
３
０
０
号
（
平
成
25
年
５
月
14
日
号
）
の

一
面
ト
ッ
プ
「
竜
巻　

つ
く
ば
を
襲
う
」
は
現
地
で

の
果
敢
な
取
材
を
反
映
し
充
実
し
た
４
段
記
事
で
あ

る
。
２
面
に
は
竜
巻
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
３
面
に
は

復
旧
へ
の
取
り
組
み
を
報
じ
て
い
る
。
全
国
紙
の
社

会
面
に
引
け
を
と
ら
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
イ
ン

カ
レ
で
の
対
戦
成
績
や
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
で

活
躍
す
る
猶
本
光
さ
ん
（
当
時
１
年
生
）
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
要
領
よ
く
報
じ
ら
れ
て
い
る
）。

毎
日
新
聞
欧
州
特
派
員
を
務
め
た
福
原
直
樹
教
授
ら

指
導
者
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
学
生
記
者
の
人

間
や
社
会
を
見
る
眼
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
編
集
長
以
下
男
女
10
人
前
後
で
、
つ

く
ば
市
役
所
や
警
察
・
裁
判
の
担
当
記
者
も
い
る
。

〈
サ
ツ
ネ
タ
〉
で
「
特
ダ
ネ
」
を
と
る
敏
腕
記
者
も

い
る
と
い
う
か
ら
驚
く
。
女
性
記
者
の
「
脚
（
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
で
書
い
た
」
鋭
い
記
事
も
目
立
つ
。
40

年
間
、
毎
年
７
回
、
１
回
約
２
万
部
（
１
部
10
か
ら

12
ペ
ー
ジ
）
が
印
刷
さ
れ
続
け
、
内
外
に
無
料
で
配

布
さ
れ
て
き
た
。
学
生
記
者
の
多
く
が
卒
業
に
際
し

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
を
目
指
す
。新
聞
記
者
、

放
送
記
者
さ
ら
に
は
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。
即
戦
力
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、
実
績

を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。◇

つ
く
ば
よ
、
ト
ッ
プ
を
め
ざ
せ

～
学サ

イ

エ

ン

ス
・
シ

テ

ィ

術
研
究
都
市
50
年
・
筑
波
大
学
40
年
・
Ｔ
Ｘ
10
年
…
～

作
家
　
高
崎
哲
郎

連
載
第
６
回

『筑波大学（by AERA)』。受験校が進んで購入

ロボット工学の第一人者山海嘉之教授
（『筑波大学』より）



を
置
い
た
の
ち
筑
波
大
学
大
学
院
に
進
ん
だ
。

　
「
筑
波
大
学
の
よ
さ
は
建
学
の
理
念
で
あ
る
『
開

か
れ
た
大
学
』
に
あ
る
。
開
学
以
来
、
海
外
と
の
交

流
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
」。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
い

る
。
日
本
人
の
弱
点
は
内
向
的
で
、
ト
ッ
プ
の
意
思

決
定
が
遅
す
ぎ
る
こ
と
だ
と
い
う
。

　
「
し
か
し
、
一
致
団
結
し
て
行
動
を
起
こ
せ
ば
す

ご
い
力
を
発
揮
す
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
建
学

の
精
神
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
弱
点
を
克
服
し
、

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
世
界
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
と
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
成
し
た
い
」。

　

余
談
だ
が
、
札
幌
農
学
校
（
北
海
道
大
学
前
身
）

の
創
成
期
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
招
か
れ
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ク
ラ
ー
ク
と
そ
の
後
を
受
け
継
い
だ
若
き
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ホ
ィ
ー
ラ
ー
の
指
導
に
よ
り
、
新
渡
戸
稲

造
、
内
村
鑑
三
、
廣
井
勇
ら
国
際
的
な
教
養
人
が
輩

出
さ
れ
た
こ
と
を
ふ
と
思
っ
た
。
札
幌
農
学
校
は
少

数
精
鋭
主
義
を
と
り
、授
業
は
す
べ
て
英
語
で
あ
り
、

理
工
科
系
の
教
育
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
も
、
幅
広

く
文
科
系
の
教
育
も
行
っ
た
。「
全
人
教
育
」で
あ
る
。

欧
米
の
知
識
人
に
伍
す
こ
と
が
で
き
る
幅
広
い
教
養

を
持
っ
た
知
識
人
が
ア
メ
リ
カ
人
教
育
者
の
情
熱
で

北
の
大
地
に
生
ま
れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
ク
ラ
ー
ク

ら
の
指
導
に
よ
り
、
学
生
の
大
半
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

の
洗
礼
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。

◇

　
「
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
、
８
年
連
続
受
賞
。

学
生
に
支
持
さ
れ
る
無
垢
な
情
熱
」。『
筑
波
大
学
』

の
大
見
出
し
は
、
免
疫
学
・
医
学
医
療
系
准
教
授
渋

谷
和
子
女
史
を
讃
え
る
。
８
年
連
続
！
研
究
者
と
し

て
同
時
に
指
導
者
と
し
て
秀
い
で
た
女
史
の
精
神
を

同
書
か
ら
引
用
す
る
。
筑
波
大
学
医
学
部
卒
の
渋
谷

准
教
授
は
も
と
は
内
科
医
志
望
だ
っ
た
。
内
科
の
研

　
「
眠
い
脳
と
眠
く
な
い
脳
の
違
い
す
ら
ま
だ
分
か
っ
て

い
な
い
。
現
代
神
経
科
学
の
最
大
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
で
す
よ
」
と
静
か
に
語
る
の
は
、
睡
眠
医
学
を
牽
引

す
る
柳
沢
正
史
教
授
だ
。
輝
か
し
い
才
能
と
そ
の
足
跡

を
確
認
す
る
。
同
教
授
は
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程

の
学
生
だ
っ
た
27
歳
の
時
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
物
質

「
エ
ン
ド
セ
リ
ン
」
を
発
見
し
、
論
文
に
発
表
し
て
一
躍

脚
光
を
浴
び
た
。（
天
才
と
し
か
思
え
な
い
）。
こ
の
論

文
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
ゴ
ー
ル

ド
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
の
眼
に
留
ま
っ
た
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
１
９
９
１
年
、
ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス

大
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
医
学
セ
ン
タ
ー
に
招
か
れ
て
独

立
研
究
室
を
開
設
し
た
。
１
９
９
８
年
、
脳
内
の
情
報

伝
達
物
質
「
オ
レ
キ
シ
ン
」
の
発
見
と
い
う
、
ま
た
も

や
学
界
を
驚
嘆
さ
せ
る
成
果
を
上
げ
る
。

　

２
０
１
０
年
、
政
府
が
大
型
予
算
を
投
入
す
る
、
30

課
題
の
研
究
開
発
・
最
先
端
研
究
開
発
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（FIRST

）
の
ひ
と
つ
に
採
択
さ
れ
、
筑
波
大
に
も

研
究
室
を
開
設
し
た
柳
沢
教
授
は
、
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー

創
薬
の
研
究
に
着
手
す
る
。
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
は
、
日

中
突
然
眠
り
に
落
ち
る
睡
眠
作
用
や
笑
っ
た
途
端
に
脱

力
し
て
し
ま
う
情
動
脱
力
発
作
が
起
こ
る
病
気
だ
。

　

人
間
は
水
さ
え
あ
れ
ば
１
カ
月
も
生
き
ら
れ
る
が
、

眠
れ
な
け
れ
ば
10
日
ほ
ど
で
死
ん
で
し
ま
う
。
眠
っ
て

い
る
間
は
無
防
備
で
捕
食
も
で
き
ず
、
進
化
の
観
念
か

ら
極
め
て
リ
ス
キ
ー
だ
が
、
な
ぜ
そ
う
し
て
ま
で
眠
る

の
か
が
謎
だ
、
と
柳
沢
教
授
は
首
を
ひ
ね
る
。
だ
が
、

こ
の
研
究
が
い
つ
か
ヒ
ト
が
眠
る
意
味
を
科
学
的
に
解

き
明
か
す
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
柳
沢
教
授
の
探

究
心
は
果
て
し
な
い
。FIRST

に
続
き
、
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）
に
も
採
択

さ
れ
た
柳
沢
ラ
ボ
の
睡
眠
研
究
は
、
追
い
風
を
受
け
て

今
日
も
深
い
謎
の
森
に
挑
む
。
な
ぜ
か
夏
目
漱
石
の
短

編
集
『
夢
十
夜
』
に
思
い
至
り
、近
代
文
学
の
手
法
に
「
意

識
の
流
れ
」（Stream

 of consciousness

）
が
あ
る
こ

と
を
思
い
出
す
。

◇

修
医
時
代
、
重
い
症
状
だ
っ
た
患
者
が
自
分
自
身
の

力
で
回
復
し
て
い
く
様
子
を
見
て
、
生
体
防
御
機
能

に
つ
い
て
学
び
た
い
と
大
学
院
に
入
り
な
お
し
た
。

　
「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
体
内
に
こ
ん
な
に
も
精
緻
な
シ

ス
テ
ム
が
存
在
す
る
ん
だ
！
と
感
動
し
ま
し
た
」。

　

米
国
留
学
な
ど
を
経
て
筑
波
大
学
に
戻
り
、

２
０
０
０
年
秋
、
膠こ

う
げ
ん
び
ょ
う

原
病
リ
ウ
マ
チ
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科

に
入
局
し
た
。
そ
こ
で
、
深
刻
な
症
状
に
苦
し
む
多
く

の
患
者
に
出
会
う
。
治
療
法
を
見
つ
け
た
い
。
そ
の

思
い
が
渋
谷
准
教
授
を
基
礎
研
究
の
場
に
向
か
わ
せ
、

２
０
０
３
年
か
ら
は
同
大
学
の
研
究
室
で
免
疫
学
の
研

究
に
打
ち
込
む
。
夫
で
同
研
究
科
の
渋
谷
彰

あ
き
ら

教
授
が
発

見
し
た
免
疫
細
胞
に
お
け
る
分
子
「D

N
AM

-1

」
の
機

能
解
析
を
続
け
、
２
０
１
０
年
に
は
彰
教
授
と
と
も
に

D
N

AM
-1

を
分
子
標
的
と
し
た
移
植
片
対
宿
主
病
（
骨

盤
移
植
に
よ
る
合
併
症
）
の
予
防
、
治
療
法
の
開
発
に

成
功
し
た
。

　

研
究
を
続
け
る
一
方
で
、
学
生
へ
の
講
義
に
も
力
を

注
い
で
い
る
。
２
０
０
５
年
か
ら
８
年
連
続
で
、
医
学

類
の
学
生
が
選
ぶ
「
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
」
を
受

賞
し
た
。
教
え
子
の
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
の
女
性
研
究
者

は
言
う
。「
免
疫
っ
て
、こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
、

と
い
う
情
熱
が
言
葉
の
端
々
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」

　

医
学
の
進
歩
は
速
い
。
そ
の
と
き
の
最
新
の
知
見
を

教
え
て
も
、
５
年
後
に
は
古
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
こ
そ
学
生
に
は
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
生
命
科
学
に

感
動
す
る
気
持
ち
を
伝
え
、
ま
た
共
有
し
た
い
と
い
う
。

「
私
た
ち
も
生
命
の
歴
史
の
ご
く
一
部
に
し
か
過
ぎ
な

い
。
医
療
に
関
わ
る
人
に
は
、
生
命
へ
の
畏
敬
の
念
を

持
ち
続
け
て
欲
し
い
し
、
私
も
そ
う
あ
り
た
い
」。

　

ち
な
み
に
筑
波
大
学
の
医
師
国
家
試
験
の
合
格
率

は
98
・
０
％
（
２
０
１
２
年
）
で
、
全
国
の
大
学
中

第
４
位
で
あ
る
。『
筑
波
大
学
』
の
「
好
き
な
男
性

有
名
人
」
に
准
教
授
は
書
く
。「
夫
の
渋
谷
彰
。
研

究
者
と
し
て
も
人
間
と
し
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
」。

◇

　
「
授
業
は
す
べ
て
英
語
。
世
界
と
互
角
に
渡
り
合

う
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
を
育
成
」。『
筑
波
大
学
』

の
大
見
出
し
は
、
国
際
経
営
学
・
国
際
担
当
副
学
長

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ベ
ン
ト
ン
女
史
を
紹
介
す
る
。
唯

一
の
女
性
・
ア
メ
リ
カ
人
副
学
長
で
あ
る
。プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
い
、
経
営
戦
略
を
流
暢
な
英
語
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
様
子
は
、
さ
な
が
ら
本
物
の

企
業
の
企
画
会
議
の
よ
う
だ
。
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ

ン
パ
ス
（
文
京
区
大
塚
）
で
行
わ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ

ス
科
学
研
究
科
国
際
経
営
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
専

攻
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
コ
マ
だ
。
受
講
生
は
海
外
に
取
引
先
を
持
つ
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
多
い
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
の
一

人
は
、
米
穀
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
を
モ
デ
ル
に
、
新

た
な
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
・
モ
デ
ル
の
提
案
に
向
け
て

発
表
を
行
っ
た
。

　

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）、
日
本
で
初
め
て
の
社

会
人
の
た
め
の
大
学
院
が
、
筑
波
大
学
東
京
キ
ャ
ン

パ
ス
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
が
同
大
学
大
学
院
ビ
ジ

ネ
ス
科
学
研
究
科
に
つ
な
が
る
。
同
専
攻
で
指
導
す

る
ベ
ン
ト
ン
副
学
長
は
言
う
。

　
「
世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
多
国
籍
の
人
と
仕
事

を
す
る
場
所
が
増
え
て
い
ま
す
。
国
際
経
営
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
専
攻
で
は
、
各
国
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
と
伍
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
て
い

ま
す
」。

　

専
攻
の
授
業
は
す
べ
て
英
語
。
講
師
の
半
分
、
学

生
の
４
分
の
１
は
外
国
人
と
い
う
環
境
の
中
で
、
否

が
応
で
も
英
語
の
ス
キ
ル
は
鍛
え
ら
れ
る
。
実
践
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
く
、
実
際
の
企
業
を
モ
デ
ル
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、
時
に
は
企
業
に

出
か
け
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
。

　

ベ
ン
ト
ン
副
学
長
自
身
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
身

　
『
筑
波
大
学
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
著
名
な
卒
業

生
た
ち
で
あ
る
。（
同
書
紹
介
順
）。

・
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
一ひ
と

倉く
ら

宏
ひ
ろ
し

氏
（
第
一
学
群
人
文
学
類
）

・  

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
森
川
亨
氏
（
第
三

学
群
情
報
学
類
）

・  

株
式
会
社
ボ
ケ
モ
ン
社
長
石
原
恒
和
氏
（
大
学
院
芸
術
研

究
科
修
士
課
程
）

・  

東
京
フ
ィ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
三
浦
章
宏
氏
（
第
二
学
群
人
間
学
類
）

・  

明
和
電
機
社
長
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
土
佐
信
道
氏
（
大
学
院

芸
術
研
究
科
修
士
課
程
）

・  

気
象
予
報
士
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
士
井
田
寛
子
さ

ん
（
第
一
学
群
自
然
学
類
）

・  

柔
道
家
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
・
教
育
者
谷
本
歩

実
さ
ん
（
体
育
専
門
学
群
）

・  

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
新
田
佳
浩
氏
（
体
育
専

門
学
群
）

・  

東
亜
関
係
協
会
会
長
李
嘉
進
氏（
台
湾
出
身
、大
学
院
経
営
・

政
策
科
学
研
究
科
修
士
課
程
）

・  

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
福
島
智
氏

（
大
学
附
属
盲
学
校
）

　

著
名
な
方
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
半
世

紀
足
ら
ず
の
間
に
い
か
に
多
く
の
人
材
が
輩
出
さ

れ
た
か
が
分
か
る
。
最
後
に
「
な
で
し
こ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
私
た
ち
の
筑
波
ラ
イ
フ
」（『
筑
波
大
学
』）

で
紹
介
さ
れ
た
日
本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
界
を
代
表
す

る
３
選
手
（
安
藤
梢
さ
ん
、
熊
谷
紗
希
さ
ん
、
猶
本

光
さ
ん
）
の
う
ち
、
安
藤
さ
ん
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
の
一
部
を
載
録
し
た
い
。
３
人
は
学
生
時
代
か
ら

プ
ロ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
安
藤
さ
ん
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
、
人
間
総

合
科
学
研
究
科
体
育
科
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
３

年
）
は
言
う
。

　
「
自
分
の
サ
ッ
カ
ー
を
も
っ
と
進
化
さ
せ
た
い
―
。
筑

波
大
学
に
進
学
を
決
め
た
の
は
そ
れ
が
理
由
で
す
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
、
指
導
者
が
充
実
し
て
い
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
構
内
を
歩
け
ば
ス
プ
リ
ン
ト
の
プ
ロ
が
そ
こ

ら
へ
ん
で
普
通
に
練
習
し
た
り
し
て
、
走
り
の
コ
ツ
に

つ
い
て
気
軽
に
教
え
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、

著名なアスリートも相次いで輩出（筑波大体育学群ポスター）
オリンピックの金メダリストは国内大学で最多を誇る

ト
レ
ー
ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
や
栄
養
管
理
の
専
門
家

た
ち
に
よ
る
『
チ
ー
ム
梢
』
と
い
う
私
の
フ
ィ
ジ
カ
ル

を
強
く
す
る
た
め
の
改
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が

り
、
徹
底
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
外
国

選
手
と
対
等
に
戦
え
る
よ
う
に
な
り
、
女
子
Ｗ
杯
で
優

勝
し
た
と
き
に
は
、
こ
の
チ
ー
ム
の
成
果
が
結
実
し
た

と
実
感
し
ま
し
た
ね
」。

　
「
現
在
ド
イ
ツ
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ー
ズ
ン

オ
フ
に
は
必
ず
帰
国
し
、
大
学
で
メ
ン
タ
ル
、
フ
ィ
ジ

カ
ル
と
も
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
は
世
界
か
ら
追
わ
れ
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
が
進
化
で
き
る
よ
う
、
私
と
い
う
『
個
』
も
進

化
し
な
け
れ
ば
。
そ
の
た
め
に
も
筑
波
大
学
と
い
う

『
ホ
ー
ム
』
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
成
長
を

目
指
し
て
行
き
ま
す
」。

　

ト
ッ
プ
を
目
指
す
筑
波
大
学
Ｏ
Ｇ
の
凛り

り々

し
さ
、

大
学
院
生
ら
し
い
ひ
た
む
き
さ
、
海
外
で
活
躍
す
る

敢
闘
精
神
や
国
際
感
覚
に
心
を
打
た
れ
る
。

（
参
考
文
献
：
『
筑
波
大
学
』(

朝
日
新
聞
出
版)

、『
筑
波
大

学
の
40
年
』、
筑
波
大
学
発
刊
広
報
資
料
、
筑
波
大
学
新
聞

な
ど
）

（
つ
づ
く
）。


